長崎(長い岬という意味)は、はっきりとした湾の奥に包まれています。丘に囲まれた狭いフィヨルドという種で、丘には植民地の古い家がくっついています。(←不明) 16世紀、水深の深いこの自然の港はポルトガルのガリオン船や中国のジャンク、スータンを着たイエスズ会の人や、冒険家の商人をひきつけてきました。

1641から1853までの200年にわたる日本の孤立状態(鎖国)の間、長崎は外の世界に開かれた唯一の窓でした。東洋と西洋が交差した影響下で、この歴史上の独自性から長崎は国際的に控えめな魅力と、長い間迫害されてきたたくましい少数のキリスト教信者を保護してきました。

広島と同じ様に二つ目の原子爆弾の的となった長崎は平和公園というこの悲劇の悲痛な記憶のある場所を保護しています。苦しい記憶は都市が、活動的な船の製作(三菱)のおかげで現代の活気のある港町の状態になるのを妨げてこなかったです。
